
高知県交通運輸政策課　平成31年４月２５日（木）



Memo



 　　　ないものねだりをせず、自らが持てる強みを生かすⅠ

 　　　弱みをも強みに転じるⅡ

●年間降水量　3,659mm　日本一　※H26

●台風上陸個数11個　日本一　　※H13～H29

●自然災害、南海トラフ地震への備え　　　　　　

●中山間地域の人口減少の加速　
　　・S35:537,327人→H27:285,379人　約47％減
●過疎化の進行　　●不利、不便（生活、生産、交通）

自然災害が多発 中山間地域での課題が多い

　・人口減少社会の最先端　　　　　　　　　→　ノウハウの商品化
　・災害多発県　→　防災対策の加速化　→　防災関連産業の育成
　・人口減少×田舎×IｏT　　　　　　　　　 →　新たな産業創出

「中山間地域は強みの源泉」
農業や林業といった第一次産業はもとより、観光面でも貴重な資源を有するなど、
中山間地域にこそ高知県の強み。その一方で、様々な課題が・・・

　戦略の柱＝「地産外商」の推進
　　・県内市場だけに頼るのではなく、外に打って出て、県外・海外から外貨を獲得する

高知県産業振興計画の基本的な考え方
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観光分野の展開イメージ

観光商品を
つくる

売る もてなす 

■戦略的な観光地づくり
　　→リョーマの休日～自然＆体験キャン
　　　ペーン～の開催
　　→民間活力を導入した観光地づくり
■国際観光の推進
　　→外国人向け観光商品づくり

■効果的なセールス＆プロモーション
　　→国内外マスメディアを活用した発信
　　→キャンペーン特設サイトなどWEB、SNSによるPR
　　→国内外旅行会社へのセールス活動

■観光客の満足度をさらに高める受入環境整備
　　→人の魅力を活かした温かい高知流のおもてなし
    →観光案内所の機能充実
　　→観光客の評価を観光地づくりに反映

“おもてなし”でリピーター化
フィードバックによる改善

磨き上げた
観光資源・商品を国内外の市場へ

積極的なセールス
＆プロモーションで
観光客が高知へ

外国人観光客にも対応する高知ならではの歴史・食・自然が連動した観光地づくりを推進！
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歴史施設（点）の整備

観光のみならず、
文化・教育面

での財産へ

県内各地の歴史観光基盤の磨き上げ ４



・県内15ヶ所に観光クラスターを形成
・将来にわたり誘客できる歴史を中心とした観光基盤が整う

物産
(道の駅等)

食

自然
その他の
観光施設

体験

「食」を目的と
した観光

「体験」を
目的とした観光

核となる歴史施設
●●歴史館

【周辺】
●●銅像

【周辺】
●●生家

【周辺】
●●の碑

【周辺】
●●城跡

宿泊
施設等

「歴史」を目的
とした観光

二次交通・周遊チケットなど

「自然」を
目的とした観光

観光クラスターのイメージ図

地域観光事業者間の
強力なスクラム体制

磨き上げ（リアル化）

●例えば…
田野町∼国を思い歴史を紡いでいった二十三人の若者達∼

岡御殿

新規イベント　「まちなかおば
けストリート」

自然
大野台地
だるま夕陽 宿泊

町内旅館・民宿

まちなか探検スタンプラリー
で周遊促進

面的整備

食 物産

体験

歴史施設を核とした観光クラスターの形成
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H31.2月

博覧会を通して磨き上げた歴史会場が多数!

６
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県外観光客入込数
（単位：万人）

観光総消費額
（単位：億円、左側目盛）

万人億円

大河ドラマ「龍馬伝」

★県外観光客入込数は６年連続で400万人台に！
★観光総消費額は６年連続（平成24～30）で1,000億円を突破！

高知県産業振興計画　スタート　!!

リョーマの休日キャンペーン

高知家の食卓∼県民総選挙∼

開催期間中
の来館者数
　334万人

県内６ブロックで広域観
光組織の体制強化 幡多広域

観光協議会
の法人化

仁淀ブルー
観光協議会
の法人化

東部観光
協議会

の法人化

物部川DMO
協議会

の法人化

目標（2025年）
県外観光客入込数：470万人
観光総消費額　　　：1410億円

地域の特色を生かした地
域博覧会を開催

県外観光客入込数・観光総消費額の推移　
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歴史
文化食

全国区の知名度を誇る
食 と 歴史

いよいよ、「自然・体験型観光」を展開 ８



◆日時◆H31.２.23
◆場所◆柏島観光情報発信センター、
    道の駅 大月
◆来場者◆２会場のべ約4.2千人
  ✔西部エリアの体験プログラム等
   を紹介

◆日時◆ H31.2.1～3
◆場所◆ こうち旅広場
◆招待者◆旅行会社等21名、県外メディア39名、
     海外メディア13名 他
◆出展◆ 多数（ｽﾉｰﾋﾟｰｸ、ｽﾍﾟｰｽｷｰ、ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾀｯｸﾞ、
     ﾌｫﾚｽﾄｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ等県外企業含む）
◆来場者◆イベント３日間で約9.5千人
  ✔県内の体験プログラム等を紹介
  ✔キャンペーン特設ウェブサイトを披露

◆日時◆H31.２.10
◆場所◆室戸世界ジオ
    パークセンター
◆来場者◆約2.3千人
  ✔東部エリアの体験
   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等を紹介

◆日時◆H31.３.24
◆場所◆早明浦ﾀﾞﾑ直下
    ふれあい広場
◆来場者◆6千人

９



自然景観の生かし
方や、体験プログラ
ムの中身を大いに

工夫し

新たな経済効果を
生む

仕組みづくり

目的

歴史の
観光基盤

食の
観光基盤

自然・体験型観光の推進
自然景観

清流・沈下橋、滝・渓谷
山岳、高原、山村・棚田

海岸線、太平洋など

体験・滞在型観光施設
体験プログラム

豊かな自然をフィールドとする
アクティビティ、地域の生活や

文化に触れる体験　等

新
資
源
の
創
出

セールス
＆

プロモーション

旅行
商品化

新たな観光キャンペーンの展開
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▶外貨を稼ぐ仕組みの構築

▶中山間地域の振興

▶効果的なプロモーション

▶インバウンド対応

リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～

「自然・体験型観光」の展開には課題も…

　■　自然については、他県にも優れたセールスポイントがある。
　■　中山間地域で観光事業を営まれる方は、中小の事業体が多い。　
　　　 そうした中、旅行商品化に向けては、４定条件（定時・定量・定質・定額）
　　を満たす必要がある。

こうした課題の克服に
チャレンジ!!

つくる 売る もてなす
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　観光政策課

（物部川地域）

◎●室戸世界ジオパークセンター

●キラメッセ室戸鯨館

●岡御殿
●安田まちなみ交流館・和

（安芸地域）

●中岡慎太郎館
●安芸市立歴史民俗資料館

●絵金蔵●創造広場「ｱｸﾄﾗﾝﾄﾞ」

◎牧野植物園
●龍馬の生まれたまち記念館
◎高知城歴史博物館
●自由民権記念館
◎坂本龍馬記念館

（嶺北地域）

●いの町
　紙の博物館●青山文庫

●吉村虎太郎邸●梼原
　千百年物語り

◎海洋堂ホビー館
　 四万十

●宿毛歴史館

（仁淀川地域）

（高幡地域）

（幡多地域）

●四万十市郷土博物館

●ジョン万次郎資料館

◎土佐西南大規模公園

◎須崎海洋スポーツパーク

◎むろと廃校水族館

■白浜海水浴場での海上ｱｽﾚﾁｯｸ整備
■海の駅東洋町での観光案内板設置
■ホームページ多言語化
■キャンプ・BBQ備品整備

■ライダーズイン室戸のﾘﾆｭｰｱﾙ（コンテナ
ハウス導入、観光案内所や地場産品販
売コーナー設置、BBQ備品整備）

■ヘルシー観光サイクル事業

■田野町全体をフィールドとしてロード
バイクなど自転車を使った体験型観光
施設の整備に向けた基本構想の策定　

■安田川アユおどる清流キャン
プ場ﾘﾆｭｰｱﾙ基本構想の策定　

■魚梁瀬森林公園オートキャンプ場の
改修等（キャンプ場の改修、SUP関連
備品の整備、事業戦略の策定）

■観光案内機能を含む情報発信施設整備
（伊尾木洞見どころ紹介ﾊﾟﾈﾙ展示、ｶﾞｲﾄﾞ駐
在ｽﾍﾟｰｽ・観光標識、Wi-Fi、ﾄｲﾚ等の整備）

■伊尾木洞ｶﾞｲﾄﾞ養成
■内原野陶芸館での陶芸体験用電気釜整備　

■ヤ・シｲパークでのﾋﾞｰﾁｸﾞﾗﾝ
ﾋﾟﾝｸﾞ体験イベント
■香南市ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ施設備
品整備
■ヤ・シｲパークｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲ
ﾝの策定

■龍河洞の整備（洞内安全対策（通信設備、滑り止め
等）、洞内サイン、看板整備　等）
■龍河洞洞内のｺﾝﾃﾝﾂ整備（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ等）

■ゆとりすとﾊﾟｰｸの改修（ｺﾃｰｼﾞ等）
■ゆとりすとﾊﾟｰｸｲﾍﾞﾝﾄの実施（れいほく博のﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄ）
■山荘梶ヶ森周辺の基盤整備、基本構想作成

　産業振興計画に位置づけられた取組等を対象に、地域が主体
となった全国からの誘客につながる観光地づくりを進めるため、
　①自然や体験資源の磨き上げ
　②観光拠点の整備
　③観光資源の発掘、磨き上げ　　　等の取組を総合的に支援

観光拠点等整備事業費補助金・地域観光振興交付金
■早明浦ダム湖周辺の施設整備基本
構想作成
■早明浦ダム湖浮桟橋整備

■白滝の里基本構想作成
■湖面を活用した体験プログラム等
の整備 （ｸﾞﾗﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｰﾄ、ﾚﾝﾀﾙ
ﾎﾞｰﾄ、艇庫、事業戦略策定）

■アウトドアヴィレッジもとやま

H31.7OPEN

■土佐和紙工芸村くらうどでのｸﾘｱｶﾇｰ
■ビックSUP整備
■道の駅木の香でのキャンプ備品整備
■町道瓶ヶ森線での多言語看板の整備

■佐川町体験型博覧会事業
（わんさかわっしょい体験博）

■キャンプ場におけるｶﾇｰ、
ﾗﾌﾄ関係備品整備

宮ノ前エリア

H31　OPEN

■久保谷セラピーロードの歩道整備
（遊歩道、多言語看板設置）

■観光案内所の整備
（村の駅ひだか）

■四国カルスト周辺リニューアル基本構想作成
■天狗荘周辺のリニューアル基本設計
■四万十川源流点エリア基本構想
■源流の森公園整備（多言語案内板、危険
個所へのロープ等整備、動植物案内板整備、
周遊ガイドマップ）

■まち歩きのコースや見学先への案内看
板・説明板設置
■志和地区でのﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ器材
■トレッキングコース等の看板整備　
■ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ備品整備

■四万十川ﾊﾞｽ、しまんとﾄﾛﾘｰﾊﾞｽ

■宿毛湾でのﾏﾘﾝｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ備品 
■ｻｲｸﾙﾂｰﾘｽﾞﾑの推進（ｻｲｸﾙﾗｯｸ・ﾚﾝ
ﾀｻｲｸﾙ、Web制作）
■誘導板整備

■ｽﾉｰﾋﾟｰｸ土佐清水ｷｬﾝﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞ

■ﾓﾆﾀｰﾂｱｰ　■ｼﾞｵｶﾞｲﾄﾞ

■足摺岬観光案内所Wi-Fi
■ﾚﾝﾀﾙｼｰｶﾔｯｸ、ﾌﾛｰﾄ

■ﾋﾒﾉﾎﾞﾀﾝの里の整備

■柏島観光情報発信センター整備

■ｴｺﾛｼﾞｰｷｬﾝﾌﾟ場整備
■周遊促進整備

 ●自然景観 ●体験・滞在型観光施設

 ●体験プログラム ○その他

 ◎観光拠点施設 

 ●幕末維新博・地域会場

H31.4 OPEN

●本山町立大原富枝文学館

H31.7.7
スタート

◎足摺海洋館

◎モネの庭

平成30年度見込み
○補助金　24市町村34事業

○交付金　４市町４事業

NEW

凡例

◎スノーピークおち仁淀川
キャンプフィールド

観光拠点等の整備の状況＜平成30年度分＞つくる
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平成３１年度当初予算（市町村からの要望分）
   ○補助金：２３市町村５２事業   ○交付金：４市町５事業

四万十町
アドベンチャーパークプロジェクト事業（基本設計策定）

　

　

　

　

事業内容

付加価値

四万十市

　

　

田野町

　

　 施設利用料、BBQ関連備品レンタル料、各種体験料、
地元食材販売、川遊び関連備品レンタル料など

いの町

サイクリングアウトドアパークの整備

　

　

【主なもの】
安田町

事業内容

付加価値

雨天時の機会損失等の解消に向け、全天候型の
BBQ施設を整備するとともに、直販機能を持たした
地元食材の販売やピザ焼きなど食に関する体験
メニューを充実させ、終日楽しめる施設へリニューアル

事業内容

付加価値

大手アウトドアメーカーの全面サポートを受け、
有限会社ダディーズオピニオン代表取締役田中
ケン氏監修のもと、従来の形式にはとらわれない
新しいコンセプトによるキャンプ場の再整備を実施

施設利用料、各種キャンプ用品レンタル料、
各種体験利用料など

安田川アユおどる清流キャンプ場再整備事業

事業内容

付加価値

自然を加工して、健康増進と自然交流をテーマに
したサイクリングアクティビティ施設を整備予定。
オフロード障害物コース、キッズコースなど設定。
バイクやバイクグッズの有料レンタルも用意予定。

施設入場料、バイクレンタル料金、バイクグッズレンタル料など

バーベキュー施設「にこにこ館」リニューアル事業

事業内容
四万十川流域の景観を生かしたジップラインの
整備に向け、基本設計を策定。
全国的な知名度を有する四万十川ブランドを
活用した訴求力のある施設整備を行う。

体験料、道の駅での土産、食事等

田中ケン 氏
快適生活研究
家として各メ
ディアで活動

付加価値

安芸市

歴史関係施設

三菱グループ創業150年の節目の年に合わせて、創業者の生
誕地にある観光情報発信センターをリニューアルするため、弥太
郎の偉業やゆかりのスポットへ誘うコンテンツを導入し、体感でき
る観光情報センターの整備を図る。

安芸観光情報センターリニューアル事業

四万十ひろば周辺整備事業（キャンプ場整備、バーベ
キュー拠点整備、カヌー館改修、ログハウス改修など）

四万十ひろばキャンプ場をオートキャンプサイトに
改修し、本格的なBBQを提供できる一大拠点
として、周辺施設と共に一体的にリニューアルを
行う

施設利用料、BBQ関連利用料、キャンプ用品
レンタル料、カヌー体験料など

　　　　　観光拠点等の整備例＜平成31年度分＞つくる １２



　　　　　　　　　　他県に負けない観光地づくり

民間活力の導入 　民間の優れた知見やノウハウを生かした観光地づくり

■スノーピークおち仁淀川キャンプフィールド

■アウトドアビレッジもとやま
　このことによって、新たな付加価値を創出し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域に経済効果をもたらす
 

   　【経済効果の例】   　　
     ●地元雇用の創出　●地元食材等の物販　
　　  ●地元食材を利用した食事の提供　●施設周辺に新たな出店
　　　●施設周辺の観光施設等への入込増

つくる

2019.6 
OPEN

2019.7 
OPEN

　■　自然については、他県にも優れたセールスポイントがある。
課題

2018.4 
OPEN

2019.4 
OPEN

■スノーピーク土佐清水キャンプフィールド
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「体験」を目的とした観光

「観光スポット」を
目的とした観光「歴史」を目的とした観光

物産
道の駅、直販

所等

その他の
観光施設

宿泊
施設等

周
遊 周

遊

周遊

周
遊 周

遊

周遊

核となる歴史施設・　　
磨き上げた歴史資源

【周辺】
●●城跡

【周辺】
●●銅像

【周辺】
●●生家

【周辺】
●●の碑

食

　【山岳】
ガイドサービス、
ビジターセンター
整備

【山村】
農業体験、BBQ

【川・沈下橋】
　　屋形船
　　・桟橋

ビュースポット整備

【景観整備（例）】
経済効果を生む
新資源の創出

遊歩道、
手すり整備
　　案内板
　　　　　整備

　　【海】
ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ
ショップ、
宿泊施設整備

誘導板、
駐車場、ﾄｲﾚ整備

東屋、ビュー
スポット整備

【滝・渓谷】
ｷｬﾆｵﾆﾝｸﾞ等の
体験プログラム

遊歩道、
　芝生
　広場整備

遊歩道、
案内板
整備

　　　　　　　　　他県に負けない観光地づくり

レスト竜串 グラスボート 海のギャラリーグラスボート

新足摺海洋館

　黒潮生物研究所、黒潮実感センター

柏島

足摺岬(温泉郷) ジョン万次郎像

宗田節清水サバ(ゴマサバ)

ジョン万次郎
資料館

ジョン万次郎生家

地域ならではの食

竜串・見残し地域への誘い

マリンアクティビティ

足摺海底館

ジオパークの展示

連携

連携
(情報発信・研究)

観光クラスターの形成

以布利センター

ビジターセンター

竜串・爪白地域への誘い

■スノーピーク土佐清水キャンプフィールド

　新たな付加価値を創出し、地域に経済効果をもたらす

つくる

2019.4OPEN

2020夏PEN

「食」を目的とした観光

【イメージ図】

観光コンシェル
ジュの配置など

二次交通・
周遊チケットなど

市町村名 観光クラスターのテーマ（仮） クラスターの核候補

馬路村 千本山トレッキングとゆずの里巡り 千本山

香美市 新・龍河洞で感動体験。神秘の
世界

龍河洞

大豊町 梶ヶ森ハイキングと山の幸、川の幸
巡り

梶ヶ森

越知町 新ｷｬﾝﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞから始まる、仁淀
ブルー体験

おち仁淀川ｷｬﾝﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞ、
ｽﾉｰﾋﾟｰｸかわの駅おち

仁淀川町 奇跡の仁淀川、神秘の２大渓谷
巡り

安居渓谷・中津渓谷

土佐清水市新・足摺海洋館から竜串・見残し
まで、自然まるごと体験

新・足摺海洋館、竜串・
見残し海岸

【観光クラスター形成予定箇所の例】

自然景観等
を核とした、
観光クラス
ターの形成
を各地域で
推進 観光案内所

足摺地域・
他地域への誘い

コンシェルジュ機能・
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■　中山間地域で観光事業を営まれる方は、中小の事業体が多い。　
　　　 そうした中、旅行商品化に向けては、４定条件（定時・定量・定質・定額）を満たす必要がある。

　　　　　　　　　　旅行商品化に向けた取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４定条件を確保した旅行商品の造成・磨き上げから販売まで一貫支援

　■自然・体験アドバイザーにるハンズオン支援

平成30年度の参加者数　
 ■基礎編

 ■応用編 

延べ 241名

62事業者

造成・磨き上げされた
販売予定商品数

69商品

つくる

課題

『土佐の観光創生塾』の開催
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[プラン内容]
　　日本一の清流、仁淀川を屋形船で巡るプランです。
　　手をのばしてその流れに触れ、目でその碧さを感じる事ができる屋形船で至上の川「仁
　淀川」を多くの方に知って頂ければ幸いです。
[料金（税込み）】 
　　大人（中学生以上）：2000円　小人（小学生以下）：1000円
[定員] 
　　１2名×4隻　最大で48名まで一度にお楽しみいただけます。
[所要時間] 約50分
[体験スケジュール]　1日6回　9:00、10:10、11:30、13:00、14:10、16:00
[ その他] 
※竜馬パスポート等,他の割引との併用はできません。
※予約確定後であっても天候、河川の状況により運行出来ない場合がありますので予め
ご了承ください。
※乗船時間の20分前までに受付をお済ませ下さい。

　　　　　　　　H30年度の『土佐の観光創生塾』で磨き上げた旅行商品（例1/2）地域観光課　　
屋形船に乗って、仁淀ブルーを満喫しよう！

「よるまきの」(県立牧野植物園夜間開園) [ プラン内容 ]
　　「高知県立牧野植物園」の新たな試みとして昨秋から始めた夜間開園「よるまきの」。　
　　昼間とはひと味違う「植物園の夜」を楽しめるこのプラン。四季ごとの楽曲に合わせて光
　が動く「樹木のオーケストラ」、春は夜桜、秋はお月見、夜咲きの植物も楽しめます。
[料金（税込み）】
　　基本料金　大人(大学生以上)　500円　※高校生以下は無料です。
[実施時期・時間]
　　11月・1月を除く、毎週土曜日のみ開催(12月は日程変更あり。)
　　夏期（4月～9月)：17:00～21:00　　冬期（10月～3月)：17:00～20:00
  　　※悪天候や各種イベント開催時等で、中止、または開催日変更の場合もあります。
　　　　詳しくは牧野植物園HPでご確認下さい。)
[所要時間]　　お客様のご興味により、約1時間～2時間程度はお楽しみ頂けます。
[定員] 　特に定員はございません。
[ 最少催行人員 ]　1名様
[ 受付締切日 ] 
基本的には予約は不要です。変更・中止の場合もございますので、ご来園前に、必ずHP
等で開催の有無を確認の上、お越し下さい。
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【プラン内容】
　　高知の隠れた名所「伊尾木洞」。渓谷へ続く約40mの洞窟を進みながら、約300万　
　年前の地層と国指定天然記念物のシダ植物をガイドとともに観察
　　荘厳な岩肌と生い茂る緑。神秘的で癒しを感じる非日常空間。国道から徒歩1分の
　パワースポット。お子様も参加可能。親子で楽しむ体験学習にもお勧めです
【所要時間】　　1時間
【体験開始時間】10:00／11:30／ 13:00／14:30
【料金】
　　お1人様 1,000円（税別）
　　　　※対象年齢無し、13歳未満の方は保護者の同伴または同意が必要です。
　　　　※団体（11名以上）でのご利用は割引が適用できます。
【体験スケジュール】 
①集合・受付②説明③ガイドの説明を受けながら散策④解散
 　集合場所へ帰還後、伊尾木についての簡単なアンケートにお答えいただき解散。

　　　　　　　H30年度の『土佐の観光創生塾』で磨き上げた旅行商品（例2/2）地域観光課　　

[プラン内容]
　　縄文時代から人が住み、今でも四国有数のパワースポットとして国内外から人が集まる
「唐人駄場」のスターウオッチングで時空を飛び越え、太古の昔に思いを馳せながら、圧倒
的な星空をご覧下さい。
[実施時期]
　　11月～5月（予定）毎週金・土曜日開催。(曇天・雨天時は除く）当日の実施に
関しては、各宿泊施設のフロントまでお尋ね下さい。
[実施時間]
　　1日2回（20:00・21:00頃よりスタート）(それぞれスタートの約15～30分前に各宿
泊施設から出発する無料のシャトルバスをご利用の上、各自現地までお越し下さい。)
[所要時間]
　　現地滞在時間:約45分(各所からの移動に片道約15～30分必要)
[受入人数] 
　　各回28名様(宿泊施設～唐人駄場までのシャトルバスには定員があります。ご注意下
さい。)
[最少催行人員] 2名様
[受付締切日] 基本的に当日18:00迄。各宿泊施設で鑑賞チケットをご購入下さい。

伊尾木洞ガイドツアー　神秘の洞窟と天然記念物シダ群生を辿る。

四国有数のﾊﾟﾜｰｽﾎﾟｯﾄ唐人駄場でｽﾀｰｳｫｯﾁﾝｸﾞ
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　　　　　　全国に向けたセールスと着地型観光の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特設サイトによる情報発信と予約販売

❶ 高知県内で楽しめる体験プログラムを一元的に集約

❷ 検索から予約までスムーズに誘導

❸ 周遊モデルコースや歴史観光などの情報満載
リョーマの休日 検索

売る 

自然＆体験キャンペーンのプラットフォーム

「じゃらん」、「アソビュー」、「アクティビティジャパン」大手予約サイトなどに掲載されている体験プログラム情報
を特設サイトに集約。リアルタイムで情報を提供

エリア別、ジャンル別、キーワード検索など、お好みにあわせて検索も自由自在！気に入った体験プログラム
は大手予約サイトなどからスムーズな予約が可能に！

 　自然体験とあわせて楽しめる地域ならではのイベントや各エリアの詳細情報をはじめ、周辺スポットへのモ
デルコースや体験レポート（ブログ）などで高知旅を徹底ナビゲート！

【'19.4.12時点の登録件数】
５１６プログラム
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　　　　　　全国に向けたセールスと着地型観光の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県観光コンベンション協会や広域観光組織と連携したｾｰﾙｽ

売る 

旅行会社へのセールス活動
【'19年度予定】

東京・大阪・名古屋・福岡・中
国地方など、延べ120社程度

（物部川地域）

（安芸地域）

（嶺北地域）

（仁淀川地域）

（高幡地域）

（幡多地域）

土佐れいほく博

　奥四万十観光協議会
　　　・構成:1市4町

   
（一社）幡多広域観光協議会 
    ・H22.６月法人化

      ・構成:3市2町1村  

（一社）高知県東部観光協議会
　　　　　　・H28.２月法人化
　　　　　　　 ・構成:2市4町3村

　土佐れいほく博推進協議会
　　 ・構成:3町1村

   
（一社）仁淀ブルー観光協議会
    ・H27.12月法人化
     ・構成:1市4町1村

　　(一社)物部川DMO協議会
　  　・H31.３月法人化
　　　 ・構成:３市

地域博覧会を通じて培った誘客の仕組みやノウハウを
広域観光組織が引き継ぐ

一般社団法人
東部観光協議会

一般社団法人
幡多広域観光協議会

奥四万十観光協議会

地域博覧会 広域観光組織

H25.7～
H25.12

H27.4～
H27.12

H28.4～
H28.12 １９



　観光案内所から来訪者へのプッシュ型の情報提供

　　　　　　全国に向けたセールスと着地型観光の推進売る 

着地型観光の推進

観光案内所研
修等実施事業

観光案内所機
能強化事業費

補助金

観光客のニーズへの対応（すべての案内所） 求められるレベル

目的地・キャンペーンの案内

○観光地・施設の場所、開館時間、料金、展示内容
○宿泊施設の料金、空き状況
○交通機関の時刻表や移動時間、料金、移動手段　等

遊び方・過ごし方の提案

○おすすめの観光ルート、クラスターの情報
○空き時間の活用方法　等

丁寧な接遇等
○外国人観光客への対応
○オフラインの情報（棚）を提供できる

案内所別の担当エリア

総合案内所

当該ブロック及び隣接ブロックを案内
地域ならではの詳細な案内

拠点となる案内所
地域の案内所

○観光客がタブレット等で特設サイトの閲覧・予約ができる
○パンフレット等が配置されている
○Wi-Fiが利用できる

観光案内所の役割

○おすすめ施設、体験プログラム、周遊コースなどの情報を
　提供できる

○外国語会話のスキルや翻訳ツール（コールセンター、
　アプリ、案内所内の多言語表記等）による対応
○モバイルWi-Fiルーター貸出
○おもてなしの接遇

総合案内窓口、拠点となる案内所、
地域地域の案内所がそれぞれの役割
により多様なニーズにきめ細かに対応
し、観光クラスターを周遊する環境が
整う

目指す姿

高知県全域及び四国を案内

もてなす 
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　■外国人向けの旅行商品の造成と販売
　　海外のセールス拠点を拡充。専門家を配置し、
　　旅行商品の充実と販売強化を推進

　■外国人向け観光情報サイト「VISIT KOCHI JAPAN」
　　キャンペーン特設サイトと連動した情報発信と予約サイトへの誘導

　■チャーター便の誘致
　　定期路線化を見据えたチャーター便の誘致拡大

　インバウンド観光の推進

【宿泊予約サイト】

【個人旅行商品予約サイト】

【体験メニュー予約サイト】

外部サイト

੒
৺

国際観光 
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　キャンペーンに関するお問い合わせ先
高知県 自然・体験型観光キャンペーン実行委員会
（高知県庁　観光振興部　観光政策課）
  E-mail : 020101@ken.pref.kochi.lg.jp
  TEL : 088-823-9606  
  FAX：088-823-9256
  住所：〒780-8570　高知県高知市丸ノ内 1-2-20　

 https://kochi-experience.jp/

リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～
特設サイト

２２


